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事例 卒業学科 卒業年 現職 卒業後の経歴
A 社会福祉学科 2012年 地域包括支援センター社会福祉士 特別養護老人ホーム介護職員（3年間）→（転職）現職
B 社会福祉学科 2013年 地域包括支援センター社会福祉士 特別養護老人ホーム介護職員（4年間）→（異動）現職
C コミュニティ政策学科 2016年 市町村行政職 （現職のまま）









































































































































カテゴリ サブカテゴリ（1） サブカテゴリ（2） コード 事例 セグメント数
卒後のトレ
ーニング
研修会の受講 組織外研修 自分で研修会を申し込み参加する A 2
組織内研修 チームワーク研修を受けた C,D 4
接遇研修を受けた A,C,D 4
現任訓練（OJT) 先輩からの指導・助言 先輩ケースワーカーに助言をいただき、学んでいく C 1












合同授業 保健医療福祉の連携Ⅱでの福祉と看護での合同授業があった B,D 2
1年次の基礎ゼミ 他学科の学生とゼミで知り合い、関わった D 1
連携方法などの連携
技術に関する科目
1年次の専門基礎科目 S先生の専門基礎科目の講義で聞いた B,D 2
専門科目 看護学科地域看護学（講義）で聞いた D 1
















































カテゴリ サブカテゴリ（1） サブカテゴリ（2） コード 事例 セグメント数
大学の環境「福祉の淑徳」として
の歴史



















カテゴリ サブカテゴリ（1） サブカテゴリ（2） コード 事例 セグメント数
対人関係技術 伝わる力 交渉力 不当要求行為に学生時代にも慣れていると良かったかも
しれない
C,D 3
説明力 説明する能力を身につける A 1
状況把握能力 読み取る力 気づく力 まずは自分が疑問に思うこと C 1
知識・情報 社会資源・サービス
に関する知識
社会資源 地域における社会資源（機関）に関する知識 B,C 2




職種の種類 様々な職種を実際に知る機会が欲しい B,C 3


























































カテゴリ サブカテゴリ（1） サブカテゴリ（2） コード 事例 セグメント数
卒後のトレ
ーニング
研修会の受講 組織外研修 自分で研修会を申し込み参加する A 2
組織内研修 チームワーク研修を受けた C,D 4
接遇研修を受けた A,C,D 4
現任訓練（OJT) 先輩からの指導・助言 先輩ケースワーカーに助言をいただき、学んでいく C 1












合同授業 保健医療福祉の連携Ⅱでの福祉と看護での合同授業があった B,D 2
1年次の基礎ゼミ 他学科の学生とゼミで知り合い、関わった D 1
連携方法などの連携
技術に関する科目
1年次の専門基礎科目 S先生の専門基礎科目の講義で聞いた B,D 2
専門科目 看護学科地域看護学（講義）で聞いた D 1
実習科目 看護学科臨地実習で連携の実際に触れた D 1
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ンドを具現化する専門職として成長していくとと
らえられる。
　また、本学の歴史は【人的資源】としての同窓
生の多さにもつながっている。連携を図っていく
上で、同窓生であることの連帯感が相手へのアク
セスの敷居を下げ、支援の初期段階での、また何
かある度の連絡や相談につながっている。具体的
には職場に卒業生がいる環境であったり、「基礎
ゼミ」に代表される他学科の学生と関わった経験
が、敷居を下げていると思われる。
　そして、福祉の実践者である先輩の存在や、福
祉現場での実践経験のある教員の存在が、自職種
のモデルとなって、円滑な連携をさらに可能にし
ていると思われる。
Ⅴ　結論
　本調査により、以下が明らかになった。
　本調査対象の卒業生にとっては、福祉を基盤と
した大学の文化に触れた経験、福祉の実践者とし
ての周囲からの期待、福祉マインドを体現してい
る卒業生やモデルとなる実務経験のある教員の存
在が、多職種連携を推進していく力になっている。
　そして本学で多職種連携教育を開発し、進めて
いくうえでは、学生間の交流を促進するような、
初年次での学部を超えたキャンパス共通の科目を
もうけること、他学部他学科の学生による合同演
習を含む多職種連携に関する科目をカリキュラム
に組み込むことが求められる。具体的には、保健
医療福祉関係職種に関する知識を習得できる科
目、伝わる力をはじめとする表現技術やコミュニ
ケーション能力を向上させる科目をキャンパス全
学部の共通基礎科目に組み入れること、そして専
門教育科目では他学部他学科の学生とのディスカ
ッションを含む現行の学部科目を継続するととも
に、他学部他学科学生でも履修可能な科目を増や
し、そこでは学生が主体的にグループ作りから取
り組み、学術的な意見交流を促す授業が提供され
ることである。
　最後に、本調査は半構造化面接法によるが、グ
ループインタビューを採用したことで、筆者らの
質問に対して一部の卒業生のみが答えることもあ
った。本調査データは音声であり、言語を伴わな
る。そして、本調査を通して、多職種連携を推進
していく専門職養成を目指す学部教育において、
「伝わる力」を育成する必要性があきらかになっ
たととらえられる。これは自らの意思や思考を伝
えることを基礎として、相手に正確に自らの意思
や思考が伝わるよう力を尽くし、そして結果とし
て伝わる、という力である。これにより多職種チ
ームにおいてそれぞれが専門性を発揮することが
可能になり、利用者や患者への支援の円滑化、充
実化がはかられると考える。この力は自分とは異
なる思考を持つ人と多くかかわることで育成され
るものではないだろうか。
２．多職種連携の実践を支える大学の資源
　本調査により、本学の資源が卒業生の多職種連
携の実践に役立っていることがあきらかになっ
た。特に【大学の環境】としてあがった『「福祉
の淑徳」としての歴史』は、保健医療福祉職によ
る連携を進めていく上での本学の特徴であるとと
らえられる。川瀬（2016）は本学の社会福祉学
部（現）卒業生へのアンケート調査において、社
会福祉学科卒業生は他学科と比較して、本学を誇
りに思う気持ちが高かった一方、「後発の社会学
科・人間社会学科および心理学科・実践心理学科
の意識が有意に低」く、学部・学科の改変を進め
てきたことで、「「福祉の淑徳」としてアイデンテ
ィティを確立してきた淑徳大学が、社会学と心理
学という新たな学問領域を包含する大学として、
建学の精神の継承を模索しなければならなくなっ
た時期に入った」ことを指摘する。しかし、本調
査においては他学科の学生にも何らかの形で「福
祉の淑徳」が受け継がれていることが示された。
また、川瀬による調査では「社会を支えるのには、
専門家と隣接領域の関係者が協働することが重要
だと思う」とした卒業生は81.6％にのぼる＊２と
され、多職種連携教育を受けなかった世代でもそ
の重要性を認識している。
　以上から、学部にかかわらず、本学卒業生の多
職種連携の理解や実践への意欲は、カリキュラム
や学内行事を含めた福祉を基盤とする大学の環境
によって育まれ、福祉の実践者としての社会から
の期待を覚知することで、卒業生たちは福祉マイ
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書－卒業後の動向および仕事・人生へ向きあう
意識について－』」に詳しい。
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